
1. はじめに

流域の水循環の健全化や河川環境の保全・再生

を目指し, 全国各地で水循環マスタープランなど

の施策が展開されているが, このような取組を推

進していくためには, 河川管理者や自治体だけで

はなく, 流域市民の参加と連携を活発化するとと

もに, 市民によるモニタリングの仕組みを構築し

ていくことが重要である｡

わが国において水循環や河川環境の情報のやり

取りは, インターネット, メール, 懇談・会議,

広報誌・通信, フィールドワーク, フォーラム,

ワークショップ等の様々な方法を活用して行われ

ている2) が, 川の状況, 生物, 水質, 湧水などの

多岐に渡る流域環境のモニタリング情報の登録,

蓄積, 交換, 共有を行うには, 市民が使いやすい

地理情報システム (GIS) を開発することが望ま

れる｡

このような中, WebGIS (インターネットの地

理情報システム) を環境保全, 環境管理, まちづ

くり, 防災などに活用する試みは様々行われてお

り, その有効性や可能性について検討した研究も

多く存在する3)｡ 河川環境や水循環の分野におい

ても, 市民の水質調査や水生生物調査のデータを

WebGISを活用して記録・蓄積する試みはある4)｡

しかし, 川の状況, 生物, 水質, 湧水などの多岐

に渡る市民のモニタリング情報を位置情報として

登録, 蓄積, 交換, 共有するようなWebGISシ

ステムは普及しておらず, その開発と普及が望ま

れる｡

このような中, 著者が参画する柳瀬川流域水循

環市民プロジェクト研究会では, 水循環マスター

プランに基づき官民の行動が促進されている新河

岸川流域を対象に, �雨水貯留浸透技術協会, 新

河岸川水系水環境連絡会, 中央開発株式会社と連
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流域の水循環や河川環境に関する市民モニタリングの仕組みを構築していくため, 新河岸川流域を対象に,

WebGISを援用した ｢新河岸川流域コミュニケーションマップ1)｣ を開発し, 市民モニタリングを試行している｡

この ｢新河岸川流域コミュニケーションマップ｣ は, 新河岸川流域の川の状況, 生物, 水質, 湧水などのデータ

や情報を流域の市民が登録, 蓄積, 交換, 共有するシステムである｡ 本稿は, この ｢新河岸川流域コミュニケー

ションマップ｣ の利用状況について, 利用の推移, 登録情報の傾向と地理的分布, アクセス数などから分析・考

察を行うとともに, 市民モニターの育成の状況と課題を整理したものである｡ そして, 今後の流域環境に関する

市民モニタリングの充実と普及の方向について言及した｡
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携してWebGISを援用した ｢新河岸川流域, コ

ミュニケーションマップ1)｣ (http://www.strata.

jp/yanase/) を開発し, 市民モニタリングの情

報の登録, 蓄積, 交換, 共有を試行している｡

本稿は, 開発した ｢新河岸川流域コミュニケー

ションマップ｣ を紹介するとともに, 本システム

の利用状況について, 利用の推移, 登録情報の傾

向と地理的分布, アクセス数などから分析・考察

を行う｡ また, 並行して実施してきた市民モニター

の育成講座の状況と課題を整理する｡ そして, 本

システムを活用した流域環境に関する市民モニタ

リングの充実と普及の方向を検討し, 全国展開に

ついて言及する｡

2. システムの概要

｢新河岸川流域コミュニケーションマップ｣ は,

GoogleMapを援用したシステムで, 新河岸川流

域の川の状況, 生物, 水質, 湧水などのデータや

情報を, 流域の市民が集めてWeb上の GISマッ

プに登録, 蓄積, 交換, 共有することを目的に開

発している｡ システムの動作環境を表 1に示す｡

本システムでは, GoogleMap以外もオープンソー

スのものを使用し, ソフトウェアのライセンスや

地図購入のコストを抑え, システムの修正／更新

を開発者以外でも容易に行えるようにしている｡

本システムが扱う情報カテゴリーは表 2の通り

で, 水循環や河川環境の情報を中心としながら,

流域の魅力的な資源, 問題・課題, 意見・提案等

の項目も設けている｡

本システムは, ユーザー登録を申請し, IDと
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図 1 新河岸川流域コミュニケーションマップ

表 1 システムの動作環境

項 目 動 作 環 境

OS Windows Server, Linux

Webサーバ Apache, Tomcat

利用言語 Java, JavaScript

GISエンジン GoogleMaps API

DBエンジン FireBird

Webブラウザ
Internet Explorer 5.5以上

Firefox 3.0以上



パスワードを取得すれば, インターネットで

GoogleMapを使いながら, 流域の地図や航空写

真を拡大・縮小・スクロールして, 新河岸川流域

の川の状況, 生物, 水質, 湧水などの情報を位置

情報として誰でも容易に登録することができる｡

そして, 登録された情報は, インターネットで誰

でも閲覧することができる｡

また, 文章や数値データだけでなく, 写真, ワー

ド, エクセル, PDFなどのファイルが添付でき

るため, 画像, データ, グラフなども容易に発信,

交換できる｡ すなわち, 流域各地の水循環や河川

環境について, 市民が気づいた情報, 観察した情

報, 調査したデータ, 意見や提案などを, 日常的

に登録, 発信, 閲覧でき, 流域各地の水循環や環

境の変化や問題・課題を交換, 共有することがで

きる｡

さらに, 新河岸川流域で継続的に実施されてい

る年 1回の市民による一斉水質調査のデータ (約

300ポイント) を, 登録, 蓄積, 共有することも

できる｡

3. 利用状況の分析・考察

本章では, システムの利用状況について, 利用

の推移, 登録情報の傾向と地理的分布, アクセス
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図 2 新河岸川流域コミュニケーションマップの構成

表 2 環境情報のカテゴリー

大 項 目 小 項 目

水質・河川データ
pH, EC, COD, NO 2�N, NH 4�N,

透視度, 川幅, 流れ幅, 中央水深

川の状況

流れや水の状況, 川岸や護岸の状

況, 川原・川底などの状況, 川の

緑の状況, 川の景観・風景, 川に

親しむ広場や施設, 洪水・水害,

その他

緑地・農地・公園 緑地, 公園, 水田, 畑地, その他

雨水関連施設
雨水浸透施設, 雨水貯留施設, そ

の他

生き物
魚類, 鳥類, 植物, 底生生物, そ

の他

湧き水 湧き水, その他

イベント・企画
フォーラム, おまつり, イベント,

環境学習, その他

魅力的な資源
観光施設, 歴史・文化地物, 特産

品, 遊び場等

問題・課題
川の整備や工事, 緑地や農地の開

発, その他

意見・提案 意見・提案

食に関する情報 郷土料理, 地産・地消, その他

その他



数などから分析・考察を行う｡ その前に, 本シス

テムの開発経緯について触れておく｡

本システムは, 2008年 1月から ｢柳瀬川流域

コミュニケーションマップ｣ (柳瀬川は新河岸川

の支川) として開発に着手し, 柳瀬川流域水循環

市民プロジェクト研究会のメンバーと意見交換を

しながら試作版を作成した｡ そして, 2009年 1

月 26日～5月 11日にかけて, 柳瀬川流域水循環

マスタープラン市民懇談会メンバーに呼びかけて

モニターを募集し, その試用の社会実験を実施し

ている5)｡ その結果, 計 22名のモニターによって

その使い勝手や有効性を検証し, その際の要望や

指摘に対して改良を加えている｡

そして, 2009年 11月にはその名称を ｢新河岸

川流域コミュニケーションマップ｣ と改称して,

対象を新河岸川流域に拡張し, 流域市民にメール

や会議の場等で活用を呼びかけた｡ その後も, 添

付ファイルの種類の追加, 同一地点での履歴情報

の登録機能等の改良を行っている｡ また, 市民

のモニタリングスキルを向上するため, 水質調査,

水生生物調査, 湧水調査, 水生植物調査等に関す

る ｢市民モニター育成講座｣ を並行実施している｡

� 利用状況の推移

本システムで, ID, パスワードを発行したユー

ザーの登録者数の推移を図 3に, 登録情報の推移

を図 4に示す｡

ユーザー登録者数は, 図 3の通り, システムの

仮公開から 2009年 1～5月の社会実験の期間を通

して増加した後, 微増しながら, 2010年 1～4月

に増加しており, 2011年 6月末現在では 41名で

ある｡ この 41名のユーザーは, そのほとんどが
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図 3 ユーザー登録者数の推移

図 4 登録情報の数の推移



新河岸川流域の各地で河川環境の保全に関心を持

ち, 活動を行っている団体のメンバーである｡ ま

た, 2010年 1～4月の増加は, その時期に新河岸

川流域の市民活動団体のメンバーを対象に, 本シ

ステムの活用に関する講座を行ったこと, 柳瀬川

流域水循環マスタープラン市民懇談会メンバーに

も再度呼びかけを行ったことから生じたと推察さ

れる｡ このことから, 市民モニタリングのWebGIS

のユーザーを増やすには, 既に関心を持ち活動し

ている市民に, その使用方法や有効性を説き, 呼

びかけすることが一つの有効な手段と考えられる｡

登録情報数の推移については, 図 4の通り, 社

会実験期間の終盤で情報登録の呼びかけを行った

際に急増した後, 登録者数の増加と呼応して増加

している｡ また, その後は後述するように, 一定

のユーザーによって情報が登録され, 徐々に増加

している｡

� 登録情報の傾向

登録された情報数は計 451件である (2011年 6

月末現在)｡ この内訳についてカテゴリー別にみ

たものが図 5である｡ 登録が多いカテゴリーは

｢川の状況｣ (115件), ｢湧き水｣ (111件), ｢魅力

的な資源｣ (71件), ｢緑地・農地・公園｣ (53件)

である｡ 登録情報の中身についてみると, 中には

表面的な情報もあるが, 現地の写真, 解説, 意見・

感想, 問題点の指摘などであり, 流域各地で川の

環境保全に取組むユーザーが登録した独自の情報

である｡

また, ｢湧き水｣ については, 一時期, 湧水の

情報を積極的に集めようという呼びかけを行った

ことも作用しているが, 特定のユーザーが, 柳瀬

川流域で独自の湧水調査を継続して行い, そのデー

タや情報を登録していることが大きく影響してい

る｡ 図 6は登録情報の数が多いユーザー別に登録

情報のカテゴリーを積み上げたグラフであるが,

2番目に情報登録が多いユーザー Bが ｢湧き水｣

の多くを登録している状況が分かる｡ その登録内

容についてみると, 湧水地点の水量, 水温, 水質

などである｡ 湧水については, 河川管理者や自治

体でも情報をほとんど把握していないことが多い

が, その湧水の状態の変化を追跡・記録した貴重

なデータであると言える｡

一方, 図 5の ｢食に関する情報 (1件)｣ や ｢意

見・提案 (0件)｣ についてはほとんど登録され

ていない｡ この内, ｢食に関する情報｣ は社会実

験の後に, ｢一般向けにはそのようなカテゴリー

も必要ではないか｣ という意見を受けて設けたも

のであるが, 活用されていない｡ また, 本システ

ムは流域市民の意見交換も志向しているが, ｢意
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図 5 カテゴリー別の登録情報の数 図 6 登録が多いユーザーの登録情報のカテゴリー



見・提案｣ に関する登録情報がなく, 意見や感想

などの情報は他の関連カテゴリーで登録されてい

る｡ ただ, その数は多くはない｡ 実際は, この間

も新河岸川流域で様々な課題があり, 意見交換が

懇談・会議, 広報誌・通信, メールなどを活用し

て行われている一方で, 本システムが意見交換の

ツールとして機能しているとは言いがたい｡ この

ような理由としては, ユーザーが限られている,

他の手段で意見交換した方がやりやすいなどの心

理が影響したと考えられる｡

図 6では, 先述した以外にも, 例えば, 最も登

録情報の数が多いユーザーは ｢魅力的な資源｣ や

｢緑地・農地・公園｣ の多くを独自に登録してい

るように, ｢川の状況｣ 以外のカテゴリーではユー

ザーによって登録カテゴリーに偏りがあることが

分かる｡ ユーザーによる関心の差異が影響したと

考えられる｡ さらには, 数名の限られたユーザー

が情報の多くを登録しており, ユーザー全般とし

ては本システムを活発に使用している訳ではない｡

このような使用が活発なユーザーが限定的である

要因としては, パソコン使用が不慣れである, 他

の手段を活用している, 有効性が認識されていな

い, 登録が習慣化していない, システムがフィー

ルドで使用できないなどの影響が考えられる｡

このようなことから, 本システムはどちらかと

言えば, 水循環や河川環境に関する流域市民の意

見交換を促すよりも, 市民が有する独自の情報の

登録・蓄積と, その発信のために活用されており,

特定のユーザーに多く活用されている｡ しかし,

登録された情報の多くは, 水循環や河川環境に関

する貴重な情報源であることから, 今後, ユーザー

の拡大と登録の活発化を促すとともに, 情報やデー

タに一定の信頼性が確保できれば, 水循環や河川

環境情報のデータベースとして有効になるのでは

ないかと考えられる｡ そのためには, ユーザーの

拡大とスキルアップ, 他の手段との併用の仕組み

づくり, メリットや有効性の PR, 情報登録のキャ

ンペーン, フィールドでの利用の機能強化などが

必要と考える｡

� 登録情報の地理的分布

図 7 �～�に登録情報の地理的な分布を示した｡

図 7 �は全ての情報カテゴリーの分布であるが,

新河岸川流域全体に登録情報は存在しているもの

の, 流域の左上方に空白域が認められる｡ これは,

不老川や砂川堀の流域に相当する｡ 本システムの

活用について新河岸川流域全体の市民活動団体に

呼びかけているものの, 不老川や砂川堀の流域の

活動団体メンバーの参加がまだ少ないことが影響

している｡ 不老川流域では, 本システム開発の以

前に独自のマップをつくるなどの活動をしており,

そのようなことが作用しているものと推察される｡

図 7 �～�は, 登録情報のカテゴリーの中で登

録数が比較的多かったカテゴリー別に分布を示し

たものであるが, 多くのカテゴリーは, 柳瀬川流

域の周辺部と新河岸川本川の周辺に分布している｡
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図 7 � 登録情報の分布 (全体) 図 7 � 登録情報の分布 (川の状況)



特定のユーザーが活動する川やその周辺の情報が

登録されていることが伺える｡

一方, 図 7 �の水質データは, 空白域が少なく

川に沿って分布している｡ これらは, 流域で年 1

回一斉に実施されている水質調査の定点であり,

データは事務局が一括して登録している｡ 新河岸

川流域では, 新河岸川水系水環境連絡会が中心に

なって, 流域各地の市民活動団体, 学校, 市民有

志などに働きかけるとともに, 調査方法の標準化

とトレーニングを行いながら, 水質調査のネット
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図 7 � 登録情報の分布 (緑地・農地・公園)

図 7 � 登録情報の分布 (水質データ)

図 7 � 登録情報の分布 (生き物)

図 7 � 登録情報の分布 (魅力的な資源)

図 8 ｢コミュニケーションマップ｣のページへのアクセス数

図 7 � 登録情報の分布 (湧き水)



ワークを構築してきた｡ 今後は, このようなネッ

トワークを活用してユーザーを拡大し, 偏りがあ

るカテゴリーや空白域の情報登録を促進すること

が求められる｡

� アクセス数の推移

図 8は, 本システムのWebサイトの ｢コミュ

ニケーションマップ｣ のページへのアクセス数を

時系列に整理したものである｡ 情報登録を呼びか

けた時期などにピークがあるが, それ以外の時期

も, また最近においても継続してアクセスがある

ことが分かる｡ 本システムが日常的に, 継続的に

閲覧されていることが伺える｡

4. 市民モニター育成講座の状況と課題

本システムの構築とともに, 新河岸川流域にお

いて水循環と河川環境の市民モニターを育成する

ための市民モニター育成講座を並行的に実施して

いる｡ 今までに実施した講座は, 水質調査 (2回),

水生生物調査 (3回), 湧水調査 (2回), 水草観

察講座 (1回) である｡ また, 本システムの利用

の活発化のため, 本システムの利用に関する講座

(1回) も開催した｡ ここでは, これらの市民モ

ニター育成講座の状況と課題について整理する｡

� 水質調査の講座

水質調査の講座は, 既に, 新河岸川流域の身近

な川を対象にパック式試薬等による水質調査が多

くの市民団体, 学校, 個人の参加で行われている

が, その参加市民のノウハウやスキルを向上する

とともに, 市民モニターを増やすことを目的に実

施した｡ また, 河川水より清冽である湧水も対象

に実施した｡ 参加市民には, パック式試薬による

COD値と, 公定法による BOD値の相関や誤差

について学んでもらうとともに, 流域の湧水の水

質の特性や, その計測方法について学習してもらっ

た｡ 今後は, このような講座を継続し, 簡易な水

質調査ができるモニターをさらに増やしていくこ

とが肝要である｡

� 水生生物調査の講座

水生生物調査の講座では, 川の水生生物の採集

によって水環境をモニタリングする方法の普及を

図るため, フィールド調査と室内での同定・評価

などの方法を学んでもらった｡ しかしながら, 新

河岸川流域では外来の水生生物が多くなっており,

一般的な指標生物だけでは水環境を評価すること

が困難であることが分かり, 独自の指標生物を設

定することが求められた｡ 今後は, 流域各地の川

でこのような水生生物調査の講座を重ねると同時

に, 適切な指標生物を確定し, 市民モニタリング

に役立つガイドラインの作成が必要である｡

� 湧水調査の講座

湧水調査の講座では, 流域の湧水地をフィール

ドとして, 湧水量の計測方法を体験学習している｡

湧水の状態に応じて, ビニール袋などを活用して
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容器で計量する方法や, 浮子によって流れの流速

を計測する方法, 簡便な三角堰を作成して計測す

る方法などを学んでもらった｡ 湧水量の計測につ

いては, 一定の精度を確保した手法で標準化する

ことが理想であるが, 流域の湧水の状態は多様で

あるとともに, 多くの負担が伴う方法での市民モ

ニタリングは困難がある｡ このため, 今後は, 計

測の精度の向上よりも, 簡易な方法でも継続して

データを蓄積し, 推移を観察することが肝要と考

えている｡

� 水草観察講座

水草観察講座では, 流域各地の川や水辺で採集

してきた水草をサンプルとして, 種類の見分け方

や, その特徴, 生育環境などについて学んでもらっ

た｡ また, 外来種や水質汚濁による影響について

も学んでもらった｡ 今後は, 流域各地の代表的な

水草を採集し, 水草の見分け方の指標となるカー

ドなどを作成していくとともに, 本システムで分

かりやすくデータを蓄積できるように工夫するこ

とが求められる｡

� コミュニケーションマップ講座

コミュニケーションマップ講座では, 本システ

ムの利用を活発化することを目的として, システ

ムの操作や情報登録の方法などを学んでもらった｡

今後はこのような講座を断続的に行うなど, 流域

各地で本システムを利用するモニターを増やすと

ともに, 日常的な利用がストレスなくできるよう

に, そのサポートをしていくことが必要であると

考える｡

5. システムの充実・普及と全国展開

これまでの分析・考察から, 本システムは, そ

のユーザーが限定的であるが, 市民が有する水循

環や河川環境に関する情報が登録・蓄積されてお

り, 流域の市民情報のデータベースとして発展性

があると考えられる｡ 今後は, 流域の市民ネット

ワークを活用して市民モニターの育成と拡大を図

るとともに, 情報やデータに一定の信頼性を確保

しながら, 日常的で持続的な利用を促すことがで

きれば, 流域のモニタリングに機能すると考えら

れる｡ ここでは, 今後の本システムを活用した流

域環境に関する市民モニタリングの充実と普及に

ついて述べる｡

� システムの充実・普及の方向

本システムを活用して流域の水循環や河川環境

の市民モニタリングを行うには, 流域各地のモニ

ターを確保することが望ましい｡ そのため, 流域

の市民ネットワークを活用し, 各地の活動団体に

呼びかけして代表的なモニターを確保することが

一計である｡ そして, 様々なモニタリング手法の

確立とその標準化を図りながら, モニタリング方

法とWebGIS利用のスキルアップを促し, 情報

を日常的に登録できるように促す必要がある｡

また, 水質, 水生生物, 湧水などの特定の調査

やモニタリングを流域で一斉に行い, その情報を

登録, 蓄積, 共有することも有効と考えられる｡

すなわち, あるテーマのモニタリングの一斉キャ

ンペーンを行い, 流域の情報を効率的に収集する

のである｡

さらに, フィールドでの利用を促すには, スマー

トフォン等の携帯情報端末で使用できるようにす

る必要がある｡ 流域での意見交換を促すには, ブ

ログやソーシャルネットワークサービス (twitter,

facebook等) とのリンクを図るなどのシステム

の機能強化も重要である｡

そして, 登録・蓄積されたモニタリング情報を

活用しながら, 流域の水循環や河川環境を診断・

評価する方法も検討していくことが必要である｡

� 全国展開の方向

本システムを全国に拡張して, わが国の各地の

流域の水循環や河川環境のモニタリングに活用し

てもらうことを志向している｡ そのため, 全国的

な流域ネットワーク組織である NPO法人全国水

環境連絡会と連携し, 各地の活動団体の活用を促

したいと考えている｡ まずは, 全国の活動団体に

関心を持ってもらうため, 毎年開催されている川

づくりや川の保全活動のコンテストである ｢いい

WebGISによる流域環境に関する市民モニタリングシステムの開発と普及 197



川・いい川づくりワークショップ｣6) (旧 ｢川の日

ワークショップ｣) の受賞作品の情報を全国Web

マップに登録・公開した｡

また, 今般の東日本大震災では, ITを介した

民間レベルの情報のやりとりが有効であったこと

に鑑み, 本システムに災害や防災の情報を登録・

蓄積し, 水害や地震などの防災面にも寄与したい

と考えている｡ そのため, ｢全国災害情報口コミ

マップ｣ を試行的に開設した｡ このシステムを活

用して, 全国の災害情報や防災上危険な箇所に関

する情報を集め, 防災や避難に役立てていこうと

するものである｡ 加えて, 一般国民が自身のハザー

ドマップを作成できる機能を付加することで, 多

くの国民の自助を支援しながら, より多くの災害・

防災情報を共有することも考えている｡

6. おわりに

本稿は, 流域の水循環や河川環境に関する市民

モニタリングの仕組みの構築に向け, WebGIS

を活用した ｢新河岸川流域コミュニケーションマッ

プ｣ の利用状況について分析・考察を行った｡ そ

の結果, その使用は限定的であるが, 市民が独自

に有する水循環や河川環境に関する情報が登録・

蓄積されており, 流域の市民モニタリングのデー

タベースとして発展性があることが分かった｡ ま

た, 市民モニターの育成講座の状況と課題を整理

した｡

本システムを全国の流域の水循環や河川環境の

モニタリングに活用するには, ①流域各地の団体

から代表モニターの確保, ②様々なモニタリング

手法の確立とその標準化, ④モニタリング手法と

システム使用のトレーニング, ④特定のモニタリ

ングのキャンペーン, ⑤システムの機能強化, ⑥

モニタリング情報の診断・評価手法の開発等が重

要であることを指摘した｡ 加えて, 全国展開や防

災面の寄与の方向について触れた｡ 本システムが

わが国の流域の水循環や河川環境の保全・再生に

役立つとともに, 防災面でも貢献できるよう努力

していきたい｡

なお, 本稿は第 19回地球環境シンポジウム講

演集7) と水循環 ｢貯留と浸透｣ 第 83号8) に投稿し

た原稿をもとに再編集したものであることを断っ

ておく｡
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